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653）・中代（654 ～ 779）・下代（780 ～ 935）の 3時期に区分されている 1）。本稿で扱う 9世紀
に該当する下代は，いわゆる武烈王系から元聖王系に移った時代である。下代には，王位継承
争いが頻発し，9世紀だけみても 13 名の王が即位している 2）。さらに以前の様相と異なり，地
方を舞台に本格的な反乱が起きている。
なかでも，822 年 3 月に熊川州（現在の公州）都督の金憲昌が西南海岸地域を舞台に起こした
反乱は，新たに国号と元号を建て新羅王権の存在を真っ向から否定するものであった。金憲昌










































（『三国史記』憲徳王 14 年（822）3 月条）


































































特に 816 年には 170 人が食を求めて唐の浙東地方に渡り，821 年には子孫を売って生きのびたほ
































































没，唯己等幸頼天祐，儻著聖邦。 （『日本後紀』弘仁 2年（811）8 月甲戌条）



































































































































































20）州には中央から派遣された地方官として，都督 1人以外にも，補佐官である州助 1人と長史 1人・
外司正 2人がいた。それらが菁州都督向栄と行動をともにしなかったことは，両者の間で政治的対立
があったことを想起させる。
21）『三国史記』憲徳王 6年（814）夏 5月条・同王 7年秋 8月条・同王 8年春正月条・同王 9年冬 10 月































35）『冊府元亀』巻 42 帝王部仁慈門元和 11 年（816）条など。

































































The Revolt of Kim Heon-Chang and Shilla Society in the Early 
Ninth Century





1．The Cause of Revolt of Kim Heon-Chang　
2．Kim Heon-Chang and the Southwest Coastal Region
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